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数研出版の ICT教材
―「エスビューア」の機能紹介

数研出版　編集部

●数研出版のデジタル教科書・副教材
　前号でご紹介したとおり，数研出版では， 2022
年から始まる高等学校の新教育課程に向けたデジタ
ル教科書／デジタル副教材「エスビューア」を発行
します．今号では，各種別で使用できる機能をより
詳しく説明します．
・指さ…指導者用デジタル教科書（教材）
・学さ…学習者用デジタル教科書
・学AC＋…学習者用デジタル教科書・教材
・副さ…学習者用デジタル副教材
 ※ラインアップは p. 7をご覧ください．

●基本的な機能� 指さ，学さ，学AC＋，副さ
　ツールバーから，ペン，ふせん，スタンプ，消し
ゴム，拡大・縮小などの基本的な機能を使用できま
す．
　指さ，学さ，学AC＋では，リフローボタンから，文字の
配色や文字サイズ，書体を変更したり，日本語部分
の音声を読み上げたり，ルビを表示したりすること
もできます．

〈ツールバー〉

●テキストビュー� 指さ，学AC＋，副さ
　新出語や本文をワンクリックで大きく表示できま
す．本文のテキストは，カラオケ，フェードイン，
フェードアウトなど，複数の表示形式が選択でき，
音声の再生も可能です．文字サイズや行間の調整，
0 .5倍～1 .5倍の幅で音声の速度変更も可能なので，
さまざまな方法で本文を活用できます．
　また，テキストビュー上でも，ペンやふせん，ス
タンプを使用できます．重要な箇所に下線を引いた
り，一部を隠したり，SVOC などのスタンプを押
したりすることができます．

　さらに，指さでは本文の日本語訳も表示できます．
日本語訳表示は，英文と合わせて表示，日本語のみ
表示の両方が可能です．

〈本文テキストビュー／書き込み〉

〈本文テキストビュー／フェードアウト〉

音声に合わせてテキストが消えていく表示．音声
に遅れないように音読することで，ゲーム感覚で
音読練習ができます．

　また，英語コミュニケーションでは，本文のフレ
ーズ表示にも対応しています．

〈本文テキストビュー／フレーズ〉

フレーズ表示で，意味のまとまりごとに英文を理
解することができます．音声には，フレーズ間に
ブランクが設けられているので，フレーズごとの
音読練習が可能です．
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　このほかに，英語コミュニケーションでは，速読
トレーニング機能で速読の練習（指さ，学AC＋），通訳ト
レーニング機能で「英→日」「日→英」に即座に訳
して話す練習（指さ）を，本文を使って行うことができ
ます．
　このように，数研出版のデジタル教科書では，本
文を使ってさまざまな活動に取り組めます．

●フラッシュカード� 指さ，学AC＋
　英語コミュニケーションでは，新出語や本文（一
部を除く）は，フラッシュカード形式で再生できま
す．英語カード，日本語カード，発音記号カード，
英日併記カードなどを組み合わせて使用できます．

〈フラッシュカード／単語〉

各レッスンの新出語をフラッシュカードで定着さ
せることができます．

〈フラッシュカード／本文〉

指さでは日本語訳も表示できます．

●スライドショー� 指さ
　英語コミュニケーションの指さでは，各レッスンの
題材に関するスライドショーを視聴できます．音声，
字幕それぞれで英語，日本語，OFF の切り替えが
できます．Oral Introduction や Listening 活動と
しても活用可能で，スムーズな導入，授業への集中
を実現します．

〈スライドショー〉

●紙面要素の拡大表示� 指さ，学AC＋，副さ
　問題や写真などの紙面の各要素を拡大表示できま
す．指さでは，解答や和訳の表示，リスニング問題の
音声再生・スクリプト表示などもできます．

↓
〈問題拡大画面（指さ）〉

 ふせんをはがして解答を表示できます．一つ一つ
はがせるので，生徒の反応を見ながら最適なタイ
ミングで解答を表示できます．

〈写真拡大画面〉

紙面の写真を拡大表示できます．
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●教材連携� 指さ，学AC＋，副さ
　複数のデジタル教科書／デジタル副教材をご採用
いただいた場合，閲覧中のページや問題から，関連
する教科書／副教材（参考書・グラマーテキスト）の
ページに移動することができる機能です．いくつか
のケースを例に，機能を詳しく説明します．

ケース①
・EARTHRISE English Logic and Expression
Ⅰ Advanced 学AC＋

・チャート式シリーズ EARTHRISE総合英語 副さ
　をご採用の場合

学習者用デジタル教科書・教材『EARTHRISE English 
Logic and Expression Ⅰ Advanced』を使用中に，
各課に出てくる文法事項の詳しい解説を参照したい
場合，右上の教材連携ボタンをクリックすると，
『チャート式シリーズ EARTHRISE 総合英語』の
該当ページが開き，解説を確認することができます．

〈学習者用デジタル教科書・教材〉

教材連携

↓
〈デジタル副教材（参考書）〉

参考書の詳しい解説を確認した上で，教科書の活
動に取り組むと，より理解が深まります．

ケース②
・EARTHRISE English Logic and Expression
Ⅰ Advanced 学AC＋

・チャート式シリーズ EARTHRISE総合英語 副さ
・EARTHRISE English Grammar in 33 Stages 副さ
　をご採用の場合

教科書と参考書に加え，グラマーテキストもご採用
の場合，グラマーテキストを合わせた３つの書籍の
連携が可能になります．参考書で詳しい解説を確認
し，グラマーテキストの演習問題を解いて知識を定
着させてから，教科書に戻り活動に取り組むことが
可能です．

〈学習者用デジタル教科書・教材〉

教材連携

↓
〈デジタル副教材（グラマーテキスト）〉

参考書の詳しい解説を確認してからグラマーテキ
ストで問題演習を行うことで，文法事項を定着さ
せます．学んだ文法事項を生かして教科書の活動
に取り組むと，より効果的です．

　このように複数のデジタル教科書／デジタル副教
材をご採用いただくと，教材連携機能によって，よ
り深い学びの実現につながります．
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●ポートフォリオ機能� 学AC＋，副さ
　生徒一人一人の学びを記録として残し，振り返り
を可能にする機能です．論理・表現の教科書を例に，
機能について詳しく見ていきます．

〈学習者用デジタル教科書・教材〉

↓
〈問題拡大画面〉

学習者用デジタル教科書・教材『EARTHRISE English 
Logic and Expression Ⅰ Advanced』の紙面から，
問題部分をクリックすると，問題が拡大表示されま
す．問題に取り組んだ後で，「学びを記録」という
ボタンをクリックすると，上記のような記録用画面
が現れます．各問題について「できた／できなかっ
た／解いていない」を選択し，「記録」をクリック
します．このようにして生徒一人一人の学習が記録
として蓄積されていきます．

このとき，問題を解いたノートの写真を撮り，コメ
ントとともに記録に残すことが可能です．

振り返りながら学びの記録を蓄積させていくことで，
生徒一人一人の学びのアルバムが出来上がります．

●先生と生徒をつなぐ連携機能� 学AC＋，副さ
　先生から生徒へ課題やプリントを配信したり，生
徒から先生へ課題を提出したりするなど，先生と生
徒をつなぐ連携機能です．双方向の授業や，オンラ
イン授業にも対応できます．

問題／解答／解説

などの配信

生徒

課題の提出

先生

問題

解答

-------
-------
-------

　例えば，『EARTHRISE English Logic and 
Expression Ⅰ Advanced』につき，教科書に出て
きた文法事項の解説や確認問題を，生徒の端末に配
信することが可能です．
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　一方，生徒は送られてきた課題に取り組み，それ
を提出することができます．
　先ほどのポートフォリオ機能と併せてお使いいた
だくと，先生は生徒一人一人の学習状況を把握する
ことができます．

●QRコードコンテンツ� 指さ，学さ，学AC＋，副さ
　デジタル教科書／デジタル副教材をオンラインで
ご使用の場合には，QRコードコンテンツをご使用
いただけます．
・音声再生（リスニング）
・数研発音マスター（音読練習）
・数研WPMカウンター（速読）＊

・動画再生（文法解説動画）＊＊

・文法解説 PDF＊＊

・テーマ解説スライド＊＊＊

＊　　　コミュニケーション英語のみ

＊＊　　論理・表現のみ

＊＊＊　EARTHRISE論理・表現シリーズのみ

  

 〈音声再生〉� 〈数研発音マスター〉

〈動画再生〉

学習者用デジタル副教材（副さ）だけでご使用いただ
く場合

「エスビューア」には，参考書とグラマーテキスト
だけのご使用でも，授業で役立つ機能が満載です．
以下に活用例をご紹介します．

ケース
・チャート式シリーズ EARTHRISE総合英語 副さ
・EARTHRISE English Grammar in 33 Stages 副さ
　をご採用いただき，グラマーテキストで授業を行
い，参考書を自宅で参照させる場合

●テキストビュー
音声活動：
　基本例文の音声再生や，カラオケ表示，フェード
イン機能などを利用した，音声活動が可能です．参
考書では章ごとに，グラマーテキストではレッスン
ごとに基本例文を表示できます．例文訳の表示にも
対応しています．

〈本文テキストビュー／音声活動〉

文法事項の解説：
　基本例文を大きく表示できます．ペンやふせん，
スタンプを使用し，重要な箇所に下線を引いたり，
一部を隠したり，SVOC などのスタンプを押した
りすることができます．

〈本文テキストビュー／書き込み〉
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●参考書の参照ページへのリンク
　ワンクリックで参考書の対応ページを開き，解説
を読んだり，類題を解いたりすることができます．
授業では，生徒の手元に参考書がなくても，画面に
表示させ，説明することが可能です．
＊グラマーテキスト単独でのご採用でも，参考書
の対応する解説を表示することができますが，
別ページへの移動など，一部の機能が制限され
ます．

〈グラマーテキスト L.�7〉

↓
〈対応する参考書ページ（p. 85）の表示〉

●参考資料の表示
　「３・単・現の―（e）sのつけ方」「―ingの作り方」
「不規則動詞の活用表」などを「いつでも」呼び出
して確認することができます．

●拡大機能とヒント表示
　問題部分を拡大し，参考書の該当箇所をヒント表
示させることができます．

↓
〈EXERCISES の拡大表示〉

↓
〈対応する参考書ページの表示〉

注意：デジタル副教材には指導者用のご用意はござ
いませんが，提示用オプション※のご利用で黒板な
どに投影してご活用いただけます．

※提示用オプションについて
　授業を受ける生徒全員が，該当する紙の書籍また
は学習者用デジタル副教材を所持していない状況
（または一部生徒しか所持していない場合）で，先生
による拡大提示用途としてご利用いただく場合は，
ユーザーライセンスに加えて提示用オプションをご
購入いただく必要がございます．

6


